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【公表番号】特表2011-505244(P2011-505244A)
【公表日】平成23年2月24日(2011.2.24)
【年通号数】公開・登録公報2011-008
【出願番号】特願2010-536344(P2010-536344)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  31/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ   2/34     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  11/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  11/107    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  11/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ   2/32     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  31/04    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｃ   2/34    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  11/08    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  11/107   　　　　
   Ｃ０７Ｃ  11/02    　　　　
   Ｃ０７Ｃ   2/32    　　　　
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月29日(2011.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エチレンのオリゴマー化のための触媒組成物であって、
　（ｉ）　Ｒ’がアルキル、アルケニル、アリール、アラルキルまたはシクロアルキル基
であり、Ｘが塩素または臭素であり、ｍが０から４までである、一般式ＭＸm（ＯＲ’）4

-mまたはＭＸm（ＯＯＣＲ’）4-mを有する少なくとも１種類の遷移金属化合物、および
　（ｉｉ）　有機アルミニウム化合物と環状アミドとの反応生成物、
を有してなり、
　前記環状アミドが、ｘ＝１から９である、一般構造
【化１】
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を有することを特徴とする触媒組成物。
【請求項２】
　前記遷移金属化合物がジルコニウム化合物であることを特徴とする請求項１記載の触媒
組成物。
【請求項３】
　前記ジルコニウム化合物が、Ｒ2がアルキル、アルケニル、アリール、アラルキルまた
はシクロアルキル基であり、ｍが、０＜ｍ≦４の範囲内の任意の数である式（Ｒ2ＣＯＯ
）mＺｒＣｌ4-mを有するカルボン酸ジルコニウムであることを特徴とする請求項２記載の
触媒組成物。
【請求項４】
　前記有機アルミニウム化合物が、Ｒ1は、１から２０の炭素原子を有するアルキル基で
あり、ＸはＣｌ、ＢｒまたはＩを表し、ｎは１≦ｎ≦２の範囲内の任意の数である一般式
Ｒ1

nＡｌＸ3-nまたはＡｌ2Ｘ3Ｒ
1
3を有することを特徴とする請求項１から３いずれか１

項記載の触媒組成物。
【請求項５】
　前記有機アルミニウム化合物が、Ａｌ（Ｃ2Ｈ5）3、Ａｌ2Ｃｌ3（Ｃ2Ｈ5）3、ＡｌＣｌ
（Ｃ2Ｈ5）2またはそれらの混合物であることを特徴とする請求項４記載の触媒組成物。
【請求項６】
　前記環状アミドが、ε－カプロラクタム、２－ピロリドン、γ－バレロラクタムおよび
それらの混合物から選択されることを特徴とする請求項１から５いずれか１項記載の触媒
組成物。
【請求項７】
　酢酸エチル、アセト酢酸エチル、安息香酸エチル、アニソール、テトラヒドロフラン、
１，２－ジオキサン、チオフェンおよびそれらの混合物からなる群より選択される電子供
与体化合物をさらに含むことを特徴とする請求項１から６いずれか１項記載の触媒組成物
。
【請求項８】
　前記遷移金属化合物と前記電子供与体化合物のモル比が、１：０．１から１：１０まで
であることを特徴とする請求項７記載の触媒組成物。
【請求項９】
　前記有機アルミニウム化合物と前記環状アミドのモル比が、１：（０．１～１）である
ことを特徴とする請求項１から８いずれか１項記載の触媒組成物。
【請求項１０】
　有機溶媒と触媒組成物の存在下でのエチレンのオリゴマー化により直鎖状アルファオレ
フィンを調製するプロセスであって、前記触媒組成物が請求項１から９いずれか１項記載
の触媒組成物であることを特徴とするプロセス。
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